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関西国際空港の国際ハブ化の早期実現等を求める要望書 

 

平素は、当協議会の諸活動の推進に格段の御高配と御指導を賜り厚く御礼申し

上げます。 

関西国際空港は、２本の長距離滑走路を備え、かつ、完全２４時間運用可能な

国際ハブ空港としての機能を有しており、関西の国際物流拠点として、またアジ

ア地域からの観光インバウンドの受入拠点としても、関西のみならず我が国の経

済発展の面から重要な役割を担っております。 

今後、泉州及び関西が、世界の人、モノ、情報の交流拠点として、国民の利便

性向上や我が国の経済発展を導くためには、関西国際空港が国際ハブ空港として

の機能を十分に発揮しうるよう２期事業の完全供用を実現し、アジアそして世界

のゲートウェイとして発展していくことが不可欠であります。 

今年は、関西国際空港開港２０周年という節目を迎える中、経営統合から１年、

ＦＳＣ（フルサービスキャリア）やＬＣＣの順調な伸びもあり、発着回数や旅客

数などの経営指標が概ね貴社の掲げた目標どおり推移しており、今後は、関西イ

ノベーション国際戦略総合特区の活用、フェデックス北太平洋地区ハブの開設な

ど、関西国際空港は、国際ハブ空港としての機能の充実・強化の実現に向け、新

たなステージへと歩み始めています。また、２０２０年の東京オリンピック・パ

ラリンピック開催に向け、オールジャパンとして受け入れ態勢を整えていくため

には、関西国際空港が国際ハブ空港としてのポテンシャルを更に発揮することが

必要であると考えております。 

地元泉州９市４町におきましては、「地域と共存共栄する空港づくり」という

関西国際空港建設の基本理念のもと、空港周辺の良好な環境づくりが図られるよ

う取り組むとともに、泉州地域の均衡ある発展に向け、臨空都市圏にふさわしい

まちづくりを進めてまいりました。 

貴社におかれましても、関西国際空港を国際ハブ空港として機能させるため、

国際戦略的な視点に立って、機能強化に向けた事業推進に取り組まれるとともに、

関西国際空港の財務構造の改善、更には泉州地域の均衡ある発展や関西経済の活

性化に向けて、適切な条件でコンセッションを実現することに加え、引き続き、

地域整備や一層の環境保全を進めていただくことが肝要であり、次の事項実現の

ため、格段の御配慮を賜りますよう要望いたします。 



 
 

１．国土交通省に対する要望事項について 
 

当協議会は、本年度に太田昭宏国土交通大臣に対し、下記の７項目（詳

細は巻末に添付）について要望活動を実施いたしました。 

貴社におかれましても、「地域と共存共栄する空港づくり」という関西

国際空港建設の基本理念のもと、これらの要望の趣旨を踏まえ、地元市

町と連携のうえ、事業運営に取組まれたい。 

 

１.コンセッションの適切な条件での実現について 

２.航空ネットワークの充実について 

３.関西国際空港へのアクセス強化について 

４.関西国際空港全体構想の早期実現に向けての２期事業

の完全供用について 

５．関西国際空港を活かしたインバウンドの拡大について 

６.大阪国際空港について 

７.地元市町との連携体制の充実について 



 
 

２．コンセッションの実施について 

 

関西国際空港が我が国の国際ハブ空港として、仁川国際空港をはじめ

アジアの熾烈な空港間競争に伍していくためには、高額な着陸料の低減

化並びに貴社及び関西国際空港土地保有株式会社の経営基盤の安定化が

不可欠である。 

そのため、コンセッションの実施にあたっては、適切な条件での実現

に向け必要な環境整備や地元に対する情報提供に最大限努められたい。  

また、コンセッションの実施後も地域の活性化対策が引き続き実施さ

れるとともに、これまでの経過を踏まえ、地元との円滑・良好な関係を

引き続き維持されることをコンセッションの条件に加えられたい。 

 
 

３．航空ネットワークの充実について 

 

関西国際空港については、関西への誘客促進と我が国全体の航空需要

の拡大に資するよう、ＬＣＣ拠点機能の強化及び就航誘致、欧米方面等

への長距離直行便の拡充等による航空ネットワークの充実及び羽田線

をはじめ国内主要都市路線の拡充等による内際乗継機能の強化に、十分

に配慮するよう所要の措置を講じられたい。 

また、仁川国際空港等のアジアの諸空港と対等に競争できるよう、着

陸料や空港使用料の恒久的な引下げを図るとともに、貨物ハブ空港とし

ての機能強化など、国際競争力の強化を図るためのあらゆる方策を講じ

られたい。 

 
 
 

 

 

 



 
 

４．関西国際空港へのアクセス強化について 

 

関西国際空港が、人、モノ、情報の交流拠点として優れた能力を発揮

するためにも、空港連絡橋の通行料金の恒久的低減化や、大阪都心部と

のアクセス時間の大幅な短縮が可能となる高速鉄道等整備の早期具体化、

高速道路ミッシングリンクの解消など高速道路網の充実について関係機

関に働きかけられたい。 

また、空港機能の一層の充実及び防災機能強化の観点から、空港連絡

南ルートの実現に向け積極的な取組みを図られたい。 

 
 

 

５．関西国際空港全体構想の早期実現に向けての２期

事業の完全供用について 

 

 関西国際空港計画時に地元に対し提示された３点セット（空港の全体

計画・空港の環境アセス・周辺地域整備の考え方）を踏まえ、将来の需

要動向等に迅速に対応できるよう２期事業の完全供用について所要の

措置を講じられたい。 

また、南海トラフ巨大地震等による津波に対する防災対策として、関

西国際空港津波避難計画を策定し、津波避難訓練、災害時用飲食物等の

計画的備蓄等を実施されているところであるが、空港利用者等の安全及

び空港機能の確保を徹底するため、所要の措置を講じられたい。 
 
 

 

 

 



 
 

６．地元市町との連携体制の充実について 

 

これまで地元泉州９市４町は、関西国際空港の運営、地域の環境保全、

新飛行経路の導入等に関し、全面的に協力してきたところである。 

今後においても、これまでの経緯を踏まえ、地元市町への説明責任を

果たすとともに、地元市町の意見を聴き、必要な措置を講じられたい。 

 
 

７．地域の活性化対策について 

 

空港立地に伴う関連地域整備の推進は、地域活性化において極めて重

要な課題であり、これまで、国の「関西国際空港関連施設整備大綱」及

び大阪府の「関西国際空港関連地域整備計画」等に基づき、空港機能の

十分な発揮と併せて地域の均衡ある発展を図る観点から諸施策が実施さ

れ、また、地元市町においても臨空都市圏にふさわしいまちづくりに取

り組んでいるところである。 

貴社におかれては、次の事項について格段の措置を講じられたい。 
 

(1) 泉州地域の均衡ある発展に向けた、地域振興策を推進されたい。 
 

(2) 国内外でのプロモーション活動をはじめ、地元市町が取り組む国際

交流事業等、泉州地域の観光振興に資するよう積極的な支援策を講

じられたい。 
 

(3) 空港建設工事及び関連資材等の調達、空港関連従業員の雇用につい

て、地元企業、住民を優先的に採用されたい。とりわけ、若年層を

はじめとする就職困難者の雇用促進が図られるよう努められたい。 
 
 

 

 

 



 
 

８．大阪国際空港について 

 

大阪国際空港については、あくまで関西国際空港を補完する空港とし、

将来的な廃港を前提に活用するものとする。 

また、その活用にあたっては、関西国際空港の国際ハブ空港としての再

生及び強化を阻害しないよう取り組まれたい。  

特に長距離国内線の扱いについては、関西国際空港の内際乗継機能への

影響に十分配慮した上で、現行の運用を厳守し、これ以上の増便はしない

こと。 

   

 

９．環境保全・環境監視の強化について 

 

関西国際空港の運用及び関連事業の実施に伴う環境への影響に関し、

格段の措置を講じるなど、環境保全対策に万全を期されたい｡ 

特に、環境監視及び苦情処理体制の強化に取り組むとともに、地元市

町及び地域住民への迅速かつ正確な情報提供並びに飛行経路逸脱及び高

度違反への迅速かつ厳正な対処など、引き続き新飛行経路導入に伴う 

｢環境面の特別の配慮｣ の確実な履行について適切に対処されたい。 
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